
、
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合金町の魅力を最大限に生かし

人と環境にやさしい地域づくりと
ゆとりある生活づくりをめざします

P
、
転
作
目
標
而
椴
千
百
十
お
の
内

示
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
転
作

が
始
ま

っ
て
以
来
二
十
年
余
り
を
経

過
、
複
合
経
営
化
の
定
弟
、
仮
田
賀

用
が
か
か
り
過
さ
る
、
さ
ら
に
、
一

年
限
り
の
措
置
な
ど
の
理
由
で
配
分

間
柏
町
約
九
十
れ
の
消
化
の
見
込
み

で
す
。
復
聞
は
一
年
限
り
で
な
く
、

ポ
ス
ト
後
期
対
策
に
持
続
さ
れ
る
よ

う
関
係
機
関
団
体
と
と
も
に
、
国
に

強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

消
費
者
等
円
安
摘
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
な
安
全
で
、
良
食
味
米
を
供
給

す
る
た
め
に
は
、
生
産
基
盤
の
強
制

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

時
代
を
担
う
民
業
後
継
者
の
育
成
、

農
村
花
嫁
対
策
等
の
促
進
が
極
的
て

大
切
で
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
機
関

と
の
述
携
を
図
り
、
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
の
た
め
の
営

農
柴
田
組
織
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
田
農

業
確
立
特
別
対
策
事
業
交
付
金
町

一

環
事
業
と
し
て
、
農
業
情
報
シ
ス
テ

ム
政
担
計
画
を
実
施
し
ま
す
。
民
村

に
お
け
る
情
報
の
交
換
を
進
め
る
た

め
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ネ
y
ト
ワ

1
7

を
農
家
に
普
及
し
て
情
報
の
迅
速
化
-

正
確
化
を
は
か
つ
て
牒
家
経
営
の
安

定
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山
間
畜
産
振
興
事
業

新
規
事
業
と
し
て
、
乳
牛
の
改
良

平
成
四
年
度
予
算
は
、
三
月
十
日
か
ら
周
+
九
日
(
中
七
日
間
)
ま
で
開
催

さ
れ
た
第
一
固
定
例
町
蛾
会
で
慎
重
審
概
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て
九
十
億
五
千
六
百
七
十
六
万

円
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

初
日
の
本
会
議
で
は
、
村
本
町
長
が
「
今
金
町
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
し
、

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
と
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
づ
く
り
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
」
と
町
政
執
行
方
針
を
、
続
い
て
遠
藤
教
育
長
が
「
社
会
の
変
化

ゃ
、
成
熟
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
生
涯
教
育
の
観
点
に
立
っ
た
教
育
の
一
層
の

充
実
に
努
め
ま
す
」
と
教
育
行
政
執
行
方
針
を
各
々
述
べ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
町
づ
く

り
に
対
す
る
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
四
年
度
執
行
方
針
(
要
約
)

た
り
ま
し
て
は
、
国
の
経
済
が
減
速

し
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
を
反
映
し
、

地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
五

税

(法
人
税
所
得
税

・
酒
税
・
消

費
税
・
た
ば
こ
税
)
の
伸
率
が
純
化

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
四
年
度
第
一
固
定
例
町
醗
会

に
あ
た
り
、
予
算
の
大
綱
を
申
し
上

げ
、
議
会
を
は
じ
め
町
民
の
み
な
さ

ん
の
深
い
ご
型
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
四
年
度
当
初
予
幻
編
成
に
あ• G・

と
良
家
経
済
的
向
上
を
図
る
た
め
、

乳
ヰ
輸
入
精
液
助
成
事
業
、
北
海
道

乳
検
協
会
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ

る
パ
ソ
コ
ン
及
び
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ

ナ
ル
導
入
に
よ

っ
て
、
今
後
円
乳
検

デ
タ
ー
を
広
く
活
用
し
、
牛
群
情

勢
を
正
確
迅
速
に
処
理
し
、
経
営

円
安
定
の
た
め
検
定
組
合
等
、
オ
ン

ラ
イ
ン
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

継
続
事
業
と
し
て
、
集
団
放
牧
促

進
卒
業
、
受
精
卵
移
植
推
進
事
業
、

和
牛
肥
育
推
進
事
業
、
公
社
営
苦
産

基
地
建
設
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

同
農
業
構
造
改
善
対
策
事
業

神
丘
地
区
に
構
造
改
普
セ
ン
タ
ー

木
造
平
家
建

一
棟
三
百
六
十
七
平
方

幻
を
建
訟
干
定
で
す
。

神丘地区備造改善センタ ー完成予惣回

川
山
林
業
振
興
事
業

新
規
の
事
業
と
し
て
、
第
四
十
三
一

回
北
海
道
植
樹
祭
が
五
月
二
十
七
日
、

全
道
各
地
か
ら
多
数
参
加
の
も
と
、

英
利
河
緑
地
等
広
場
に
お
い
て
記
念

式
典
及
び
記
念
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

継
続
事
業
と
し
て
、
林
業
構
造
改

善
事
業
の
プ
イ
タ
ウ
シ
ナ
イ
仙
輔
の
林

道
工
事
、
近
代
行
事
業
向
英
利
河

樋
川
間
の
広
域
基
幹
林
道
を
実
施
し

ま
す
。

町
有
林
の
造
成
卒
業
に
つ
い
て
は
、

森
林
施
業
計
聞
に
基
づ
き
下
刈
八
十

六
P
、
除
問
伐
十
七

P
、
枝
打
十
七

P
、
森
林
保
徳
三
十
お
を
主
体
と
し

て
野
そ
駆
除
、
作
業
補
修
道
路
等
に

つ
い
て
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

附
土
地
改
良
事
業

土
地
改
良
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、

市
町
村
内
事
業
費
負
担
の
明
確
化
、

事
業
実
施
方
式
の
改
善
等
が
講
じ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
図
画
及
び

道
営
に
お
け
る
市
町
村
負
担
が
任
意

負
担
か
ら
義
務
負
担
と
な
り
、
負
担

割
合
に
つ
い
て
は
事
業
別
に
示
す
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
股
定
さ
れ
、
地
方
交

付
税
の
措
置
が
平
成
四
年
度
よ
り
講

じ
ら
れ
る
よ
う
に
主
り
ま
し
た
。

新
規
土
地
改
良
事
業
内
申
蛸
に
あ

た
っ
て
は
、
道
が
市
町
村
的
意
見
を

聴
い
た
上
で
‘
道
議
会
内
議
決
を
経

会 計 名 前年度 4年度 増減金額 増減率 (%) 

般 dzsx h 計 5， 787， 968 6，051. 795 263， 827 4. 6 

国民健康保険特別会計事業勘定 799， 142 691. 958 ム 107，184 ム 13. 4 

老 人保健特別会計 887，227 877， 798 ム 9， 429 ム 1. 1 

国民健康保険特別会計施設勘定 1. 201. 581 I. 298， 983 97，402 8. 1 

簡易水道事業 特 別 会 計 150， 120 135，742 ム 14， 378 ム 9. 6 

計 8， 826， 038 9， 056， 276 230， 238 2. 6 

力強〈平成 4年度目執行方針を述べる村本町長

そ
の
中
で
、
町
の
財
政
の
中
核
を

な
す
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
、
最
近
、

一
般
財
源
と
し
て
の
弾
力
性
が
ひ
も

っ
き
等
の
増
加
に
よ
っ
て
徐
々
に
せ
ば

め
ら
れ
つ
つ
あ
る
現
況
に
あ
り
ま
す
.

本
年
度
の
本
町
内
基
本
施
策
と
し

て
は
、
当
町
内
特
色
を
生
か
し
た
地

域
づ
く
り
事
業
の
推
進
と
と
も
に
、

住
民
生
活
の
質
の
向
上
を
目
に
見
え

る
形
で
実
現
し
て
い
く
た
め
、
単
独

事
業
円
増
額
、
地
域
福
祉
の
充
実
、

快
適
な
環
境
づ
く
り
な
ど
に
重
点
的

な
措
置
を
心
掛
け
ま
し
た
.

し
か
し
、
弾
力
性
の
あ
る
健
全
財

政
休
質
維
持
の
た
め
に
、
起
債
借
入

額
を
可
能
な
限
り
抑
制
に
努
め
、
歳

出
向
節
減
に
つ
い
て
も
事
務
事
業
の

合
理
化
と
節
減
に
努
め
、
産
業
内
振

興
、
社
会
福
祉
の
向
上
と
生
活
環
境

内
務
側
、
教
育

・
文
化
の
振
興
な
ど
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
堅

実
か
つ
積
極
的
な
予
鈎
編
成
を
い
た

し
ま
し
た
.

こ
の
結
果
、
一
般
会
問
予
算
は
六

十
億
五
千
百
七
十
九
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
対
比
で
は
四
・
六
計
上

回
る
柏
極
的
な
予
算
編
成
と
な
り
ま

し
た
。-

産
業
振
興
の
推
進

川
川
農
業
振
興
事
業

新
規
事
業
と
し
て
、
施
設
野
菜
の

• • 単位 :千円

各会計の当初予算規模比較

よす栽
るる士音
ニ補奨
ン i拍励
ニの
クニた
茎ンめ
頂ニ簡
培ク易
養種ハ
ほ子ウ
(碑ス
原保に
々に責寸

( 2 ) 
軟自長ネギ由選別.箱筒め

極
)
の
経
費
を
新
た
に
追
加
し
て
掻

輿
い
た
し
ま
す
。

継
続
卒
業
と
し
て
は
、
出
収
益
作

物
の
導
入
研
究
、
販
路
拡
大
対
策
等

を
実
践
す
る
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
地
域
実

践
事
業
、
営
農
集
団
の
効
率
的
な
再

編
を
図
る
た
め
の
営
農
集
団
育
成
卒

業
、
地
肥
盤
設
置
事
業
、
野
菜
価
格

安
定
事
業
、
野
菜
指
導
対
策
事
業
、

う
ま
い
米
づ
く
り
推
進
事
業
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
事

業
、
大
豆
品
質
安
定
緊
急
推
進
事
業
、

畑
地
暗
渠
排
水
対
策
事
業
、
心
土
破

砕
事
業
や
天
災
資
金
等
の
利
子
補
給

事
業
等
を
予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

ω木
田
農
業
確
立
対
策

昨
年
、
全
国
的
に
台
風
、
冷
災
害

に
よ
る
水
稲
の
収
穫
量
が
大
き
〈
減

少
し
、
こ
れ
に
と
も
な
う
転
作
緩
和

と
し
て
本
町
の
配
分
面
積
は
百
九
十

〕3
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て
、
事
業
向
申
簡
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

国
語
北
桧
山
右
岸
地
区
直
轄
か
ん

が
い
排
水
事
業
完
了
に
伴
う
、
維
持

管
理
費
及
び
土
地
改
良
区
加
入
に
つ

い
て
は
現
在
、

神
丘
地
域
土
地
基
盤

整
備
促
進
期
成
会
が
中
心
と
な
り
、

関
係
受
益
者
と
合
意
が
さ
れ
る
よ
う

最
終
確
認
作
業
中
で
あ
り
、
真
駒
内

ダ
ム
等
の
維
持
管
理
費
が
北
桧
山
土

地
改
良
区
よ
り
納
入
通
知
も
あ
り
、

年
度
末
ま
で
に
は
見
通
し
を
付
け
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
営
今
金
東
部
地
区
内肱
地
開
発
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
度
ま
で

の
進
捗
車
は
八
十
四

・
七
行。

本
年

度
工
事
と
し
て
、
五
億
円
を
予
定
し
、

雑
用
水
施
設
、
幹
線
農
道
舗
装
、
支

線
農
道
改
良
を
実
施
予
定
で
す
。

美
利
河
ダ
ム
付
近
の
温
泉
ポ
ー
リ

ン
グ
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
は
電
気

地
震
等
物
理
探
査
を
行
い
、
ポ
リ

ン
グ
位
置
を
決
定
し
、
来
年
度
早
期

に
掘
削
予
定
で
す
。

国
営
利
別
川
地
区
直
轄
か
ん
が
い

排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
英
利
河
ダ

ム
活
工
の
関
連
か
ら
早
期
精
工
を
求

め
ら
れ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
の

で
、
受
益
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る
よ

う
理
解
を
求
め
、
近
年
中
の
着
工
に

向
け
て
準
備
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

を
推
進
い
た
し
ま
す
。

ω高
齢
者
の
援
護

今
金
町
高
齢
者
事
業
団
の
健
全
巡

営
を
促
進
す
る
た
め
活
動
車
を
滋
入

し
、
一
層
の
活
動
強
化
を
は
か
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
や
生

き
が
い
を
高
め
る
高
齢
者
ス
ポ
ツ

大
会
、
生
き
が
い
創
造
事
業
、
敬
老

事
業
、
老
人
短
期
保
護
事
業
を
継
続

実
施
し
ま
す
。
七
十
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
し
た
月
一
回
の
種
川
温
泉
休

惣
所
的
入
浴
無
料
を
、
本
年
度
よ
り

年
二
十
四
回
随
時
利
用
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
等
に
も
引
き

続
き
助
成
し
、
自
主
的
な
実
践
活
動

を
通
じ
社
会
へ
の
参
加
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

在
宅
の
虚
弱
老
人
等
的
自
立
生
活

の
助
長
と
社
会
的
孤
独
感
の
解
消
且

び
身
体
機
能
の
維
持
向
上
等
を
は
か

る
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
の

設
置
計
画
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ω障
害
者
の
援
護

重
度
障
害
者
を
対
象
と
し
た
タ
ク

シ
ー
料
金
の
増
額
扶
助
と
医
療
費
及

び
日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
.
町
内
外
で
開

催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
に
自
主

的
、
積
極
的
な
参
加
を
は
か
り
ま
す
。

川
健
康
の
保
持
増
進

疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

図
る
た
め
、
各
種
住
民
検
診
と
あ
わ

光
台
地
区
州
国
免
農
道
強
制
事
業
の

光
大
橋
に
つ
い
て
は
、
橋
而
舗
装
さ

れ
、
冬
期
間
の
交
通
安
全
試
験
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
七
月

か
ら
通
行
可
能
と
な
り
ま
す
.

光
台
二
期
地
区
民
免
農
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
集
落
内
の
路
盤
改
良
八

百
山
実
施
予
定
で
す
。

八
東
地
区
ほ
場
整
備
卒
業
に
つ
い

て
は
本
年
度
で
完
了
と
な
り
、
本
年

度
は
地
区
完
了
整
備
工
事
が
主
体
で

あ
り
ま
す
。
本
事
業
に
伴
う
換
地
計

画
に
つ
い
て
も
、
こ
の
三
月
中
に
す

べ
て
が
完
了
予
定
で
す
.

金
又
地
区
過
疎
農
道
盤
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
舗
装
千
二
百
五
十

七
U
を
施
工
し
、
完
了
と
な
り
ま
す
。

春
日
井
地
区
土
地
改
良
総
合
整
備• • 

せ
て
医
附
、
保
健
婦
に
よ
る
健
康
相

絞
等
を
実
施
し
、
健
康
管
理
的
正
し

い
知
識
の
普
及
と
さ
ら
に
町
民
参
加

に
よ
る
健
康
ま
つ
り
を
継
続
し
、
町

民
の
意
識
を
高
め
る
よ
う
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

新
規
卒
業
と
し
て
脳
卒
中
後
遺
症

の
ま
ま
の
在
宅
療
養
者
等
を
対
象
に

機
能
回
復
訓
練
教
室
を
開
設
し
、
機

能
障
害
者
の
日
常
生
活
向
上
と
ね
た

き
り
患
者
向
防
止
に
努
め
ま
す
.

ω住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り

住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
今
金
町
術
生
委
只
会
的
協
力
を

神
て
、
環
境
衛
生
美
化
促
進
事
業
と

昨
年
各
問
内
、
自
治
会
及
び
各
種
団

体
等
の
協
力
の
も
と
に
「
町
を
き
れ

い
に
す
る
運
動
」
と
し
て
成
果
を
挙

げ
た
、
住
民
総
決
起
特
別
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
本
年
度
も
展
開
し
、
快
適
で

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
霊
園
内
使
用
者
向
利
便

を
考
慮
し
、
公
衆
便
所
を
建
設
し
ま

す。山間
旧
国
鉄
瀬
棚
線
代
替
パ
ス

特
定
地
方
交
通
線
転
換
パ
ス
事
業

辿
山
泊
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
平
成
三

年
度
を
も
っ
て
固
か
ら
の
直
接
補
助

が
終
了
し
、
四
年
度
か
ら
四
町
が
そ

の
赤
字
分
を
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
率
で

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の ことし 7月から通行可能になる光大橋

事
業
と
し
て
、
制
水
工
九
百
四
十
灯
、

州
国
道
工
改
良
舗
装
七
百
十

μ
の
実
施

予
定
で
す
。

神
丘
、
神
丘
二
期
地
区
畑
地
帯
総

合
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

受
益
者
に
対
し
て
畑
地
か
ん
が
い
工

事
に
つ
い
て
の
必
要
性
の
理
解
を
得

ま
し
た
の
で
、
本
年
度
よ
り
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

新
規
卒
業
と
し
て
‘
下
ハ
カ
イ
地

区
の
た
め
池
等
盤
備
事
業
的
関
査
設

計
を
実
施
し
ま
す
。
団
体
営
事
業
上

稲
穂
地
区
脱
退
帥
軍
備
事
業
と
し
て
改

良
八
百
四
十
日
川
、
橋
梁
二
ヶ
所
内
実

施
予
定
で
す
。
小
規
税
制
水
対
策
事

業
向
継
続
事
業
、
八
束
中
央
地
区
に

つ
い
て
排
水
エ
百
七
+
八
灯
の
実
施
、

新
規
地
区
の
ト
7

ン
ケ

y
地
区
に
つ

き
ま
し
て
は
排
水
工
八
百
三
十
日
川
を

そ
れ
ぞ
れ
V
型
ト
ラ
フ
工
に
よ
る
装

工
整
備
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

川
商
工
業
の
振
興

平
成
五
年
一
月
一
日
以
降
、
大
型

庖
が
オ
プ
ン
す
る
こ
と
か
ら
、
本

町
商
工
業
者
に
と
っ
て
非
棋
に
厳
し

い
情
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
商
工
会

な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
中
小
企
業
の

育
成
の
た
め
、
そ
の
施
策
を
検
肘
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
出
来
得
る

範
囲
で
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
.
本

年
、
北
海
道
信
用
保
証
協
会
市
町
村

特
別
融
資
制
度
内
枠
の
拡
大
、

中
小

赤
字
の
数
値
も
多
額
と
な
る
こ
と
か

ら
‘
こ
れ
が
負
担
の
軽
減
の
た
め
、

「地
方
パ
ス
路
線
維
持
路
線
」

(
生

活
路
線
)
に
切
り
換
え
、
路
線
認
定

を
受
け
た
上
で
、
国

・
道
内
補
助
を

導
入
し
な
が
ら
運
営
す
べ
く
、
そ
の

作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

車
輔
に
つ
い
て
は
、
現
在
九
台
の

パ
ス
で
運
行
し
て
お
り
ま
す
。
当
初

五
年
経
過
で
更
新
す
る
計
画
で
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
を
二
ヶ
年
計
画
で

更
新
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
、
次

期
更
新
は
七
年
程
度
経
過
し
た
上
で
、

一一

・
三
年
計
画
で
更
新
す
る
よ
う
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

高
校
通
学
者
に
対
す
る
定
期
運
賃

差
額
補
助
に
つ
い
て
、
こ
の
三
月
三

十

一
日
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
四
町
内
緊
急
協
議

の
結
果
、
二
年
聞
の
延
長
と
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
消
防
対
策

本
年
四
月
か
ら
消
防
職
貝
一
名
が

増
員
と
な
り
、
十
六
名
体
制
と
な
り

ま
す
。

地
区
消
防
固
と
迎
携
を
保
ち
な
が

ら
火
災
予
防
を
重
点
に
防
火
責
務
の

徹
底
を
努
め
る
と
と
も
に
、
職
只
及

び
団
長
の
研
修
、
訓
練
を
震
ね
技
能

的
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
の
施
設
盤
備
と
し
て
、
小

企
業
経
営
改
普
普
及
事
撲
の
制
助
金

円
増
額
を
い
た
し
ま
す
。

地
域
特
産
品
生
産
セ
ン
タ
に
つ

い
て
、
組
合
的
理
解
を
い
た
だ
き
組

合
を
解
散
し
て
、
町
の
直
営
事
業
と

い
う
形
で
再
ス
タ
ト
し
ま
す
。
今

後
と
も
、
同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ

い
て
種
々
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
観
光
事
業
の
振
興

観
光
に
つ
い
て
は
、
美
利
河
ダ
ム

直
下
フ
ィ
ル
ド
に
鋭
光
用
ト
イ
レ
を

故
笹
し
ま
す
.
観
光
等
の
ビ
デ
オ
を

作
成
し
、
行
政
組
合
が
窓
口
に
な
り
、

広
域
的
桧
山
内
観
光
P
・
R
を
し
ま

す
。ク

ァ
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、

昨
年
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
オ
ー
プ
ン
し

お
客
様
に
も
あ
る
程
度
満
足
し
て
頂

94，267( 1.6) 
2，548(0.0) 
5，000(0.1) 

4年度一般会計予算は60億51.795千円
その内訳は・…一 「宮高Z

予備費 • 
地方交付税

2，505，913 

(41 .4) 

い
て
い
る
現
状
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

山
田
泉
町
問
題
、
木
・
宿
泊
施
設

-
駐

車
場
内
問
題
等
々
を
計
画
的
に
解
決

し
、
向

一
層
、
お
客
様
に
忍
ん
で
い

た
だ
く
施
設
と
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

)
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H
社
会
福
祉
の
向
上

と
生
活
環
療
の
整
備

ことし由ピ リカスキー渇はナイターも賑わいました

ω社
会
福
祉
の
向
上

自
立

・
自
助
精
神
を
求
的
、
施
設

稲
枇
か
ら
在
宅
街
祉
に
い
た
る
ま
で

儒
祉
団
体
、
民
間
組
織
等
の
協
側
、

迎
携
を
と
り
な
が
ら
各
種
事
業
の
推

進
を
は
か
る
と
と
も
に
、
地
域
稲
祉

活
動
に
多
く
の
方
々
の
理
解
と
参
加

を

一
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
.

本
町
の
福
祉
活
動
向
中
心
的
な
役

割
を
担
、
フ
今
金
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
独
居
老
人
等
支
援
の
家
庭
奉
仕
業

務
委
託
及
び
入
浴
、
給
食
等
の
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
卒
業
と
各
種
福
祉
活

動
卒
業
の
運
営
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
助
成
し
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

老
人
世
帯
、
母
子
世
帯
及
び
生
活

困
窮
者
世
慨
を
対
象
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
郁
祉
灯
油
を
本
年
度
も
支
給

量
的
増
加
を
は
か
り
支
給
し
ま
す
。

出
生
児
に
対
す
る
記
念
品
の
贈
呈

額
を
増
額
し
、

出
生
児
向
将
来
を
祝

福
し
、
あ
わ
せ
て
貯
蓄
思
想
の
普
及

)は(住)単位は千円、 (

構成比率で%

233，817(3.9) 
168，643(2.8) 
149，662(2.5) 
115，783(1.9) 
105，800( 1.8) 
51，100(0.8) 
25，叩1(0.4) 

[輯入金
世周料 &1J手敏料

財 産収 入

分担金亙び負担金
地方祖与税

自動車取得税空付金
そ の他

〕E
 

〔



型
動
力
ポ
ン
プ
付
税
制
帆
車
一
台
‘
防

火
水
槽
三
基
(
う
ち

一
基
は
百
J
級
)

地
域
防
災
情
報
装
置
一
ヶ
所
を
実
施

し
、
消
防
施
設
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

側
交
通
安
全
対
策

昨
年
に
お
け
る
本
町
内
交
通
事
故

発
生
件
数
は
十
七
件
、
負
傷
者
は
二

十
三
名
、
死
亡
二
名
と
を
っ
て
い
ま

す
。
特
に
若
者
と
女
性
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
人
命
尊
重
の
見
地

か
ら
。
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
u

を
合
い

言
葉
に
、
関
係
機
関
、
団
体
等
の
協

力
を
得
て
、
よ
り

一
層
の
安
全
対
策

を
推
進
し
て
事
政
絶
滅
に
努
め
ま
す
.

削
道
路
整
備
等

継
続
事
業
と
し
て
、
日
進
賞
金
線

道
路
改
良
工
事
六
百
幻
、
八
東
宮
前

線
道
路
改
良
工
事
六
百
幻
を
実
施
し

ま
す
。

新
規
事
業
と
し
て
、
畑
町
沢
日
進

道
路
改
良
工
事
の
内
、
用
地
測
量
等

を
実
施
し
ま
す
。
舗
装
事
業
と
し
て

日
進
線
外

一
路
線
延
長
千
五
十
幻
内

実
施
計
画
で
す
。

富
柴
山地
域
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、

流
雷
講
の
凍
雪
害
防
止
工
事
と
し
て

旭
幸
線
百
五
十
五
H

刷
、
昭
和
線
三
百

四
十

μ
を
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
こ
れ
が
工
事
施
工
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
地
域
関
係
者
と
十
分
協

議
検
討
を
重
ね
、
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。
な
お
、
卒
事
業
の
関
連

指
導
を
受
け
な
が
ら
展
示
町
内
容
、

建
築
規
桜
等
の
基
本
的
事
項
に

つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

N
特
別
会
計
に
つ
い
て

川
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

医
療
保
険
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は
人

口
高
齢
化
、
医
療
の
高
度
化
並
び
に

本
年
度
は
医
療
費
五
行
引
き
上
げ
に

よ
り
、
今
後
と
も
医
療
費
が
増
大
し

て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
厳
し
い

現
状
で
あ
り
ま
す
。
国
に
お
い
て
平

成
四
年
度
か
ら
国
保
財
政
安
定
化
支

援
事
業
と
し
て
職
貝
給
与
殺
に
つ
い

て
は
国
保
税
の
賦
線
対
象
経
費
と
せ

ず
‘
そ
の
全
額
を
一
般
会
計
が
負
担

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
助
産
投

に
つ
き
ま
し
で
も
支
給
に
要
す
る
費

用
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
が
交

付
税
へ
措
置
さ
れ
、
一
般
会
計
よ
り

繰
り
出
す
こ
と
と
な
り
現
在
支
給
額

十
三
万
円
を
政
管
健
保
の
分
娩
費
の

最
低
保
障
額
を
基
準
と
し
て
一
一
十
四

万
円
に
引
き
上
げ
る
べ
く
条
例
の
一

部
改
正
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
高
医
療
費
町
村

か
ら
除
か
れ
ま
し
た
が
、
運
営
安
定

化
計
画
舎
の
作
成
対
象
単
指
定
と
な

り
、
国
保
事
業
の
安
定
的
運
営
の
碓

保
と
財
源
的
健
全
化
を
主
眼
と
し
、

適
正
か
つ
厳
格
な
事
業
運
営
面
で
の

経
官
努
力
を
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま

工
事
と
し
て
ア
ロ
ケ

l
y
ョ
ン
負
担

卒
業
で
、
取
水
縞
設
建
設
工
事
が
施

工
さ
れ
ま
す
.
町
内
流
寄
稿
の
一

部

が
平
成
五
年

一
月
二
十
日
よ
り
供
用

開
始
さ
れ
る
こ
と
か
ら、

地
域
住
民

的
方
々
に
対
す
る
利
用
上
の
注
意
占
、

方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
力
と
理
解
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

防
官
柵
設
置
工
事
に
つ
い
て
は
、

御
山
脚
光
台
線
外

一
路
線
六
百
幻
を
計

画
し
て
お
り
、
さ
ら
に
ダ

ン
プ
ト
ラ

Y
7
の
更
新
と
し
て
、
本
町
初
の
除

宙
専
用
ト
ラ
y
ク
を
購
入
し
、
機
動

力
円
相
強
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
と
し
て
、

神
丘
十
号
線

(
片
歩
道
)
五
百
幻
の

実
施
と
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付

金
卒
業
の
旭
線
改
良
舗
装
工
事
百
五

〆
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す
。国

保
税
関
係
で
あ
り
ま
す
が
賦
融

限
度
額
は
凶
十
四
万
円
が
四
十
六
万

円
に
、
軽
減
基
準
額
は
六
割
軽
減
基

準
三
十

一
万
円
は
据
え
置
き
、
四
割

軽
減
の
世
情
只

一
人
当
た
り
の
基
準

額
に
つ
い
て
は
二
十
二
万
円
が
二
十

二
万
五
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予

定
で
す
。

保
健
施
設
事
業
と
し
て
、
国
保
被

険
者
に
対
し
町
が
実
施
す
る
胃
ガ

ン
・
婦
人
科
乳
ガ
ン
、
さ
ら
に
本

年
度
か
ら
は
大
腸
ガ

ン
検
診
を
追
加

し
長
検
者
に

一
部
助
成
金
的
増
額
を

し
、
受
給
の
拡
大
を
は
か
る
よ
う
努

め
ま
す
。

ω老
人
保
健
特
別
会
計

高
齢
化
社
会
的
嬰
と
な

っ
て
お
り

ま
す
医
療
制
度
も
逐
年
そ
の
医
療
費

も
地
話
し
て
お
り
、
国
も
そ
の
対
策

の
一
環
と
し
て
、
老
人
保
険
制
度
の

改
正
に
よ
り
、
園
地
方

・
お
年
寄

り
自
身
も
公
平
な
負
担
を
適
切
に
分

か
ち
合
う
こ
と
と
し
て
、
こ

の
制
度

の
長
期
的
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
老
人

一
人
当
た
り

の
医
療
賀
は
、
全
道
二
百
十
二
市
町

村
中
、

二
十
五
位
と
依
然
と
し
て
高

位
置
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
保
険
事

業
と
し
て
老
人
健
康
相
談
、
健
康
審

査
、
訪
問
指
導
等
を
積
極
的
に
推
進

し
、
予
防
医
療
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

十
五
ぷ
を
継
続
実
施
し
、
完
了
と
な

り
ま
す
。

新
規
工
事
と
し
て
、
大
和
団
地
支

線
二
号
外

一
路
線
、
延
長
二
百
八
幻

の
改
良
工
事
を
笑
施
し
、
生
活
路
線

整
備
と
交
通
安
全
の
確
保
を
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。

州
都
市
計
画
事
業

特
殊
街
路
事
業
オ
ラ
ン
ダ
通
り
自

転
車

-
歩
行
者
専
用
道
路
築
造
工
事

で
あ
り
ま
す
が
、
ゼ
ロ
園
事
業
と
通

品
事
業
に
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
、
計

画
ど
お
っ
実
施
予
定
で
す
。
公
図
緑

地
事
業
は
本
年
が
完
了
年
と
な
り
ま

す
.
中
央
緑
地
工
事
と
し
て
オ
ラ
ン

ダ
通
り
に
閑
和
的
と
れ
た
哲
理
問
慨
を

建
設
す
べ
く
設
計
中
で
あ
り
、
こ
れ

が
使
用
開
始
に
向
け
、
十
分
関
係
者

、

中央緑地管理機(今金町物産館)完成予惣国

鉄筋コンクリ ー ト造り一部三階建

ω国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
施
設
勘

定国
保
病
院
に
お
け
る
入
院
忠
者
の

実
態
は
、
七
十
歳
以
上
の
忠
者
の
制

合
が
七
十
五
五
折
(
六
十
五
歳
以

上
で
は
八
十
四
・

三
軒
)
と
な
っ
て

お
り
、
老
人
収
容
率
が
六
十
軒
以
上

の
場
合
は
老
人
病
院
と
な
り
ま
す

が
、
現
在
は
こ
の
適
用
除
外
申
請
が

受
理
さ
れ
、
特
例
と
し
て
一
般
病
院

扱
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

六
ヶ
月
以
上
の
長
期
入
院
忠
者
の

制
合
が
七
十
軒
(
二
年
以
上
で
は
四

十
四
計
)
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

入
院
医
学
管
理
料
が
六
ヶ
月
以
上
で

は
七
十
四
析
が
減
額

(
二
ヶ
年
以
上

は
八
十
軒
減
額
)さ
れ
て
お
り
ま
す
。

入
院
忠
者
の
出
齢
化
と
長
期
入
院

が
進
み
、
ベ
ソ
ト
の
回
転
率
も
必
然

的
に
低
下
町
一
途
を
た
ど
り
、
高
齢

化
的
進
行
と
疾
病
構
造
の
変
化
を
背

景
と
し
た
入
院
動
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

院
長
先
生
以
下
全
職
貝
が
一
致
し

て
嵩
高
な
医
療
の
前
線
で
、
汗
を
流

し
身
を
粉
に
し
て
働
い
て
も
な
お
赤

字
佐
官
と
な
り
、
働
け
ば
働
く
ほ
ど、

入
院
巾
ネ
咽
が
附
え
れ
ば
柑
え
る
ほ
ど

赤
字
が
捕
す
と
す
る
な
ら
ば
、
現
行

制
度
下
で
は
榊
造
的
な
も
の
な
の
か
、

そ
れ
と
も
ま
だ
経
営
努
力
が
不
足
し

て
い
て
赤
字
に
な
る
の
か
、
病
院
規

模
や
機
能
に
原
因
が
あ
る
の
か
、
単

と
協
議
検
討
し
、
要
望
に
応
、
え
て
ま

い
り
ま
す
。

川
住
宅
の
整
備

昭
和
六
十
三
年
よ
り
南
団
地
の
建

替
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
一
棟
十
二

戸
の
建
設
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
併

せ
て
道
路
改
良
舗
装
特
定
工
事
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

m
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ま
す
ま
す
複
雑
・
多
様
化
す
る
社

会
に
お
い
て
、
自
主
的
で
創
造
的
な

時
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
は
、
心
身
と
も
に
健
全
で
泣
か
な

資
質
と
能
力
を
も
っ
子
供
へ
の
助
長

と
形
成
期
に
お
け
る
育
成
が
欠
く
率

的
出
来
な
い
必
要
且
つ
露
宴
な
課
題

で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
学
校
の
み
な
ら
ず
家
庭
地
域

社
会
が
従
来
に
も
ま
し
て
そ
の
連
帯

感
を
深
め
そ
れ
ぞ
れ
が
教
育
的
見
地

に
た

っ
て
そ
の
役
割
を
充
分
に
巣
す

事
が
必
要
で
あ
る
と
共
に
ス
ポ

l
y

の
普
及
を
過
し
て
の
地
域
づ
く
り
、

芸
術
文
化
活
動
的
振
興
な
ど
を
目
標

に
掲
げ
機
会
の
拡
充
と
内
容
の
充
実

に
、
教
育
委
貝
会
と
の
述
携
の
も
と

に
そ
の
推
進
に
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。
教
育
行
政
に
つ
き
ま
し
て

は
教
育
長
の
執
行
方
針
に
委
ね
た
い

• • 
純
に
解
明
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
こ
の

問
題
の
雌
し
さ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

外
部
専
門
家
に
よ
る
客
観
的
な
立
場

で
の
経
営
赤
字
の
中
身
を
正
雄
に
分

析
し
、
問
題
点
の
解
決
方
策
に
つ
い

て
の
提
言
を
受
け
次
第
、
国
保
病
院

経
嘗
安
定
化
推
進
委
貝
会
に
お
き
ま

し
て
、
ご
検
討
を
い
た
だ
き
、
成
案

を
作
成
し
議
会
に
お
き
ま
し
て
ご
審

議
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
四
年
度
の
予
算
編
成
に
お
き

ま
し
て
は
、
業
務
的
円
滑
な
運
営
を

図
る
た
め
、

当
面
必
要
な
財
政
支
援

に
つ
い
て
の
措
出
を
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
職
只

一
人
ひ
と
り
が

公
立
病
院
の
公
共
性
を
霊
視
し
な
が

ら
も
、
診
療
収
入
等
的
確
実
な
硝
保

に
鰐
め
る
と
と
も
に
、
機
械
器
具
の

購
入
は
も
と
よ
り
、
材
料
費
、
経
費

に
つ
い
て
は
な
お
一
層
精
査
し
使
用

効
率
の
検
討
を
加
え
、
節
減
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

同
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

水
道
行
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
良
い
水
質
的
保
全
、
盟
か
な
水

量
的
安
定
供
給
礁
保
の
た
め
、
事
業

経
μ

百
円
安
定
化
、
維
持
管
理
の
充
実

を

一
層
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
@

本
年
度
も
今
金
簡
易
水
泊
施
般
の

基
幹
的
改
良
事
業
を
継
続
し
て
実
施

す
べ
く
所
裂
の
予
算
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

〕B
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3月8日開催、渡島借金綜町内女子選抜パレポル大会

と
存
じ
ま
す
の
で
、
簡
単
に
申
し
上

げ
ま
す
.

本
年
度
は
、
今
金
小
学
校
校
舎
及

び
屋
体
屋
根
町
全
面
張
り
替
、
え
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
.
昨
年
六
月
、
国

内
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

美
利
河

I
遺
跡
的
保
存
聾
備
に
つ
い

て
、
本
年
度
、
遺
跡
埋
蔵
用
地
の
先

行
取
得
を
条
件
に
、
固
に
史
跡
と
し

て
の
区
域
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
を

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
史
跡
公
図
接

備
事
業
向
認
定
に
む
け
て
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

博
物
館
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は

建
設
椛
想
委
貝
会
的
答
申
を
踏
ま
え
、

展
示
及
び
建
築
に
係
わ
る
基
本
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
審
議
を
重
ね
る

た
め
、
博
物
館
建
設
準
備
委
員
会
を

設
置
し
、
大
学
等
の
専
門
家
内
助
言

献
血
功
労
者
の
表
彰

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
献
血
に
貢

献
さ
れ
た
方
の
表
彰
を
三
年
七
月
十

七
日
、
長
野
県
で
行
い
ま
し
た
。

本
町
関
係
者
に
対
し
て
三
月
十
八

日
、
村
本
町
長
か
ら
記
念
品
を
添
え

て
一
人
ひ
と
り
に
伝
達
き
れ
ま
し
た
。

.
金
色
有
功
章

(
五
十
回
以
上
)

楠

政

幸

ρ
(高
美
町
)
日
国

務

戸

正

ぷ

(

緑

町

)

日

固

山

田

庫

治

ぷ

(
昭
和
町
)
引
回

勝

山

英

敏

ぷ

(
南

町

)
印
園

業
山

ハ
ナ
ぷ
(
東

町
)
印
回

津

川

義

博

ぷ

(
緑

町

)
鈎
田

中

砧

ハ

ル

ぷ

(
高
柴
町
)
切
回

新

居

敦

ぷ

(
御

影
)
切
回

西

勝

明

ぷ
(
高
美
町
)
印
回

銀
色
有
功
輩

赤

川

彰

一

ぷ

(

栄

町

)

出

回

海

谷

春

男

ρ
(緑
町

)

沼

田

高

田

文

男

ぷ

(
大
和
町
)
出
回

浜

田

克

範

ρ
(高
美
町
)
引
川
田

山

田

ト

ヨ
ノ
ぷ
(
末
広
町
)
包
囲

上

田

富

男

ぷ

(

種

川

)

初

田

県
海
龍
治
♂
(
大
和
町
)
初
回

小
西

賢
次
郎
ぷ
(
栄
町
)
鈎
回

小

山

郁

雄

、一ん(
南
町
)
鈎
園

田

中

敏

幸

ぷ

(

南

栄
町
)
初
回

坪

美

智

子

ぷ

(
大
和
町
)
初
回

中
村

勤

ぷ

(
緑

町

)
初
回
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町
特
別
職
の
報
酬
改
正

議
員
に
つ
い
て
は
五
年
十
ヶ
月
ぷ
り
の
改
正

町
長
外
特
別
職
内
給
料
、
報
酬
等

が
三
月
開
催
の
第

一
固
定
例
町
議
会

に
諮
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
改
正
に
な

り
ま
し
た
。

引
き
上
げ
の
理
由
は
①
一
般
職
員

の
給
料
が
収
入
役
、
教
育
長
の
給
料

を
上
回
る
逆
転
現
象
が
起
き
た
。
②

管
内
町
村
町
枝
況
を
考
慮
し
た
。

な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

報 酬 客員

区 分
月額・年額区分 新 |日

田I 長 月 客員 700， 000円 650， 000円

助 j生 " 580， 000 540， 000 
四 f量

収入役 " 535， 000 500， 000 

教育長 M 535， 000 500， 000 

議 長 H 210， 000 185，000 

副議長 " 178，000 155，000 
議 員

委員長 " 162，000 140， 000 

議 員 " 151. 000 130， 000 

今金町特別職の給料額及報酬額

平成 4年 4月 l日からの改正となります。• • 

今
金
町
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
委
貝
が
交
付
(
予
定
)
さ
れ
ま
し
た
。

会
(
会
長
山
北
幸
好
)
で
は
、
平
成
ま
た
、
二
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ

三
年
度
に
要
望
が
あ
っ
た
「
ふ
る
さ
た
問
委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
の
十

と
創
生
事
業
」
の
中
か
ら
、
次
の
七
二
月
末
ま
で
に
要
望
の
あ
っ

た
平
成

つ
の
事
業
を
適
当
事
業
と
し
て
決
的
、

四
年
度
内
適
当
事
業
と
し
て
、
次
の

町
か
ら
各
々
の
事
業
ご
と
に
補
助
金
六
つ
の
事
業
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

豪
邸彰
ぶ
雲
監事
業影
/24

N

ケ
万
万
'
が
弘
初
み
ヤ
山ゃ
んんヅ
ル
一y
，uャ?
/
/J

M

N

川青
少
年
爽
流
一中
一国
庶
一
遣
ほ
か
五
事
業
JJ

ザ
ん
/
/
「
/
/
ン
/
ジ
/
ハ
ノ
/

J/

/
/
/
//
/
乙
/
/
/
/
J
f
v
/
/
λ
J
/

おみやげの盟のぼ りを手 に 配念写真

"・咽..
名 事業 "..額 総主体 定期間 備

膏国少派年遣交涜 1.醐，帥胴
1.郡5.目路円 今金町スポ γ 少年 4名 H3.7.28 

完了
中 事業 (上部..割削司] 少年団本.. 指場者 2名 -H 3. 8 ‘ l日

ペガサスの置事業 5.200創治内 3."民.門 今金町青年会温 10名
H 3. 4. H 4. 'l .I~ 
ーHι3.31 -H4. 2. 22揖週

符年iSaE大念信11保z存R公会演包O周会 Z崎正珂l円 '.1凪{剛円 今金狩場太保鉱存会 H 3. 4. 
完了

-1-13. 1. 31 

文化公損金事 業 2.8M.凹施円 2.184.(回円 今金町 天程度t辺a 樽鎗ー子 H 3. 7咽" 完了
-H3. 8‘ 10 

観マ光ヌ案ェ内仮、 イン H 3. 咽l
ルの丘自立 2.636.800円 J.977.硯泊円 今金町観光協会 完了

サイン工事
-H3. 8.31 

』、るさと4、nあい
!. 797.脱却円 "自.目町PI 今金町 ~HH441 31 31 H 4. 3. 1lJ..!施

スポー γ究施事量

国陣交流量人事業 J.369，町周円 1.369.阪間円 今金町 学敏生U 202名名 H3‘ 12. 1 
完了

-H 3. 12. 15 

a十 7 件 18.刷，.田l円 13.014.町周円 1..______ ~ 
--------------

01 4平内1 3 '"業予算
今金町ふるさと創生事業実施状況平成3年度

三
月
に
開
催
さ
れ
た
第

一
固
定
例

町
議
会
に
お
い
て
、
出
生
児
に
対
す

る
記
念
品
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
.出

産
記
念
呂
、か

五

万

一出
"人生記

に児
っ
き

改
正
前

改
正
後

本
町
の
住
民
で
、

千

円
五
万
円

本
年
四
月

一
目

美
利
河
小
の
山
村
留
学
が

N
H
K

の
ニ
ュ
ー
ス
幻
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

三
月
三
日
放
送
さ
れ
ま
し
た
.

こ
れ
が
大
き
な
反
響
を
呼
ぴ
、
申

し
込
み
ゃ
問
い
合
わ
せ
が
四
十
五
件

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

な
ぜ
、

N
H
K
が
ニ
ュ

ー
ス
と
し

て
取
り
上
げ
た
の
か
、
最
大
の
理
由

は
、
地
元
町
児
童
が
ぜ
ロ
に
な
っ
て

も
学
校
を
残
そ
う
と
す
る
地
元
の
熱

意
と
、
こ
れ
を
探
り
な
が
ら
過
疎
地

...>1117.... L J. ，唱..門• 名 実質 $.... 実a‘主 予 定問聞
0・宥

青団少派年遣交掠 ，.刷5..町間 1.笥4.(剛円
今金町スポツ 少年 4名 H 4. 6. 

命 事 実 少年団本郷 陪場者 2名 -H 4. 12. 10 

ペガサスの園事業 5. ，聞.世田円 3.棋附.困問円 今金町青年会揖 10名
H 4. 4. 
-H5. 3.31 

スミソニ研ア修ノ憎事物館業 6.800.000阿 1.町..曲。円 S調略奪査問研究海牛会化石 10名
H 4. 4. 

銅盤 -H5. 3.31 

文化公横会事業 '.恒聞，恒回円 ，.低回，師同円 今金町
H 4. 4. 
-H5. 3.31 

ふるさとふれあい
1.国O.町田円 1.時O.慌聞円 今金町

H 5. l. 
スポーツ交流事業 -H5.3.31 
今金官まつり 10周

2.000.000阿 (.宮崎，叫旧円 今金町観光也会
H 4. 4. 

年記念特別 事 重 -H5. 3.31 

S十 e件 [9.625，4町四 11.7R 国泊円

-------
レ/し..------

-------

千円事業予篠
今金町ふるさと創生事業予定事業平成 4年度

以
降
の
出
生
児
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
指
定
の
金
融
機
関
名
を
申

し
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
細
に

〕8
 

〔

つ
い
て
は
町
民
福
祉
課
町
民
係
に
お

尋
ね
下
さ
い
。

円

生まれるのがちょ

っと早かったかな
あ?

瀬
棚
商
業
、

絵
山
北
高
校
に
通
学
す
る
高
校
生

に
対
す
る
定
期
運
賃
差
額
補
助
に
つ
い
て
、当
初
、

終
期
を
は

っ
き
り
さ
せ
た
変
則
補
助
方
式

(
四
年

度
二
、

三
年
生
、
五
年
度
三
年
生
)
を
と

っ
て
お

り
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
新

一
年
生
か
ら
は
対

象
外
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
こ
と
に
つ

い
て
、
二
一
月
に
開
催
さ
れ
た
定
例
町
議
会
に
お
い

高
校
通
学
パ
ス
定
期

運
賃
差
額
補
助
二
年
間
延
長

て
新

一
年
生
を
含
め
、

二
年
聞
の
延
長
と
な
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
補
助
額
は
通
学
定
期
運
賃
の
四
分
の
一

以
下

(
十
ヶ
月
分
の
適
用
)
で
、
学
校
を
通
し
て

の
申
柑
と
な
り
ま
す
。

• @ 

域
で
の
学
校
の
果
た
す

役

割

、

存

在

感

な

ど
で
す
。

い
ま
、
今
金
町
で
は

人
口
流
出
に
よ
る
過
疎

に
悩
ん
で
い
ま
す
。
な

ぜ
過
疎
に
な
る
の
か
?

問
う
と
、
働
き
場
所
が

な
い
、
資
源
が
な
い
、

交
通
の
使
が
惑
い

な
い
、
悪
い
の
ら
列
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
.

一
方
、
子
供
に

「
O

O
に
つ
い
て
な
ぜ
努
力

し
な
い
し
と
問
う
と
、

い
ろ
い

ろ
な
条
件
を
出

し

「
O
O
が
な
い
か
ら
や
ら
な
い
」

一
つ
で
も
条
件
が
整
な
わ
な
い
こ
と

を
理
由
に
、
努
力
を
怠
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
一
つ
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
美
利
河
で
は
地
元
町
児

童
が
ぜ
ロ
と
い
う
悪
条
件
の
中
、

学

校
を
は
じ
め
里
親
協
議
会
、
美
利
河

自
治
会
を
挙
げ
て
学
校
存
続
に
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
N
H
K
の
ニ
ュ
ー

ス
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
と

い
う
運
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
結
果
的
に
学

校
存
続
に
導
き
ま
し
た
。

何
事
も
条
件
が
整
っ
て
い
れ
ば
誰

に
で
も
で
き
る
こ
と
で
す
。
要
は
条

件
が
整

っ
て
い
な
い
も
の
を
、
皆
ん

な
で
考
え
知
恵
を
出
し
合
い
、
汗
を

流
し
て
実
践
、
努
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
悪
条
件
を
一
つ
ひ
と
つ
克
服
し

て
、
町
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
と
し
の
今
金
町
は
「
何
か
が
述

、
ヮ
」
そ
ん
な
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

〕g
 

[
 



第
五
回
今
金
町

組
閣
人
・
青
年
合
同
文
化
祭

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
.

研
修
報
告
で
は
、
第
一
囲
内
ペ
ガ

サ
ス
の
拠
に
参
加
し
た
河
村
附
雅
ぷ

と
北
方
領
土
相
互
理
解
促
進
対
話
交

流
使
節
団
で
訪
ソ
し
た
高
橋
政
子
ぷ

が
旅
の
思
い
出
、
体
験
談
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
積
出
発
表
に
移
り
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
歌
や
踊
り
の
発
表
で
、

会
場
内
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
友
情
出
演
し
た
緑

町
婦
人
団
体
連
絡
協
と
青
年
団
体

連
絡
協
の
第
五
回
合
同
文
化
祭
が
三

月
一
目
、
朝
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
会
場
で
は
、
作
品
展
示
や
サ

ン
ド
イ
ソ
チ
、
五
目
ご
飯
な
ど
の
即

売
、
家
庭
内
の
不
用
品
を
持
ち
寄
っ

た
バ
ザ
ー
な
ど
が
開
か
れ
、
各
々
賑

多
彩
で
賑
や
か
な

合
同
文
化
祭
を
楽
し
む

柳
会
内
六
人
的
女
の
子
が
、

あ
で
や
か
を
日
舞
を
二
曲
披

露
し
て
、
同
文
化
祭
に
花
を

添
え
る
な
ど
、
一
目
、
多
彩

で
有
意
義
な
合
同
文
化
祭
を
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。• • 

生'-<-4I 

，it
f
 

」

コース'"最短コースを狙

いポールを逆手でつgつ

ぎに圃 していまLた

/1/ 

ス
ノ
1
ポ

l
ド
大
会

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
妙
技
を
披
露

雷
の
上
を
一
枚
の
幅
広
ポ
ド
で

サ
フ
ィ
ン
の
よ
う
に
滑
る
ス
ノ
ー

ポ
l
ド
町
全
国
大
会
道
予
選
会
サ
ー

キ
ッ
ト
が
ピ
リ
カ
カ
y
プ
を
嫌
て
二

月
二
十
二
、
二
十
三
日
向
岡
目
、
初

め
て
ピ
リ
カ
ス
キ

l
場
で
開
催
さ
れ

キ
4F

1

し
れ
~
。

二
十
二
日
の
ス
ー
パ
ー
大
回
転
で

は、

雪
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
に

な
り
ま
し
た
が
、
地
元
女
子
二
名
を

含
む
七
十
七
人
が
出
場
。
時
速

m
z，

m
f
の
ス
ピ
ド
を
競
っ
て
い
ま
し

芳
阜

第E回ふれあいスポーツ交流会
タイムや健脚を競う/

都 2固ふるさとふれあいスポーツ空琉金難ス

ポーツ百遇フェスティパル桔山冬季大会が、野

ラ更に恵まれた 3月 1目、ピリ力スキーま易と ピ リ

カ 湖周辺歩〈スキーコー スで開価されました.
ピリカカ ンプ大回転には、道南各地から 320

入、距離離技 世〈スキーにも同 200人が害加

してタイムや世E却を躍っていました。入賞者は

集
団
で
視
聴
す
る
機
会
的
少
な
い

子
供
や
親
子
が
、
共
通
の
視
聴
題
材

に
よ
り
、
親
子
、
子
供
同
志
向
ふ
れ

あ
い
を
目
的
に
、

三
月
八
日
午
後
か

ら
「
こ
ど
も
映
画
館
」
が
、
老
人
福

十
周
年
を
記
念
し
て
製
作
し
た
「
わ

た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
今
金
」
と
ア

ニ
メ

「魔
女
の
宅
急
便
」
の
こ
つ
で

す
。映

画
は
、
テ
レ
ビ
を
通
し
て
し
か

J
」
ど
も
映
画
館
』

親
子
連
れ
で
賑
あ
う

祉
セ
ン
タ
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
お
や
つ
を
自
参
し
た
観

子
連
れ
な
ど
約
百
五
十
人
が
熱
心
に

悦
聴
し
ま
し
た
。

上
映
さ
れ
た
の
は
、

町
が
開
法
九

A 迫

f大塁
手雪Z
tに

Y戒

警i欽

養手1)河婦人会字通りの

ピーリ とピーカ

「わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
今
金
」
を

見
て
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
知

り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
こ
に
い
る
人
た

ち
が
町
の
た
め
に
、
何
を
や

っ
て
い

る
か
な
ど
、
と
て
も
い
い
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
「
施
女
向
宅
急
便
」
は

ビ
デ
オ
で
何
度
も
見
て
い
る
が
、
映

画
で
は
函
面
の
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

魔
女
キ
キ
は
、
空
を
飛
べ
な
く
な
っ

た

一
方
、
ス
ラ
ロ

l
ム
で
は
好
天
に

恵
ま
れ
た
中
、
八
十
七
人
の
選
手
が

出
場
、
旗
門
数
三
十
円
ポ
ー
ル
ぎ
り

ぎ
り
を
狙

っ
て
、
最
短
コ
ス
を
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
滑

っ
て
タ
イ
ム
を
競
い

合
っ
て
い
ま
し
た
が
、
勢
い
余
っ
て

転
倒
す
る
人
も
。
ま
た、

競
技
中
、

ト
ル
ネ
ル
ズ
の
ガ
ラ
ガ
ラ
ヘ
ビ
な
ど

の
軽
快
な
曲
に
の
っ
て
、
横
文
字
が

ポ
ン
ポ
ン
飛
び
出
る
ス
ポ
ツ
D

J

か
ど
遥
也
の
司
会
な
ど
も
あ
り
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
し

た
当
日
、
会
場
を
紡
れ
た
多
数
の
町

民
等
も
初
め
て
見
る
ス
ノ
ポ
ド

大
会
の
妙
技
に
見
入
っ
て
い
ま
L
P
3

潤(今金)
恵[今金)
也(豊浦)
串[壮瞥)
光(上ノ国)
亨(虻田)
仁(今金)
子 (上ノ国)

志(虻田)
芳 (八軍)

ニ(八輯)
剛(玄関)
雌(室蘭)

七 郎 (函酷)
有泊 (室開)
喜 恵 子 ( 今 金 )
世 子 (今金}

仁(今金}

旗[上ノ国)
せい子 (北桧山)

三雲

寺L

若
貫
聖
浩

浦
雄

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
迫
力

あ
る
大
面
画
に
、
子
供
た
ち
は
自
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
親
子
に
と

っ

て
楽
し
い
映
画
鑑
賞
に
な

っ
た
よ
う

で
す
.

た
の
に
、
男
の
ブ
ラ
シ
に
乗

っ
て
助

け
た
の
が
印
象
的
だ

っ
た
。
今
度
は
、

「
思
い
出
ポ
ロ
ポ
ロ
」
が
見
た
い
と

思
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

苦
闘ー

る 農
瀧家 五
t畢で年
チ、前
ヨ寂に
ぷ し夫
03) < カぎ
に 他
と 人 界
つ幕。 ー

てら 上
し種

自を 川
分すの

!1 

番

1
 

0
 

1
 

[
 

の

友

達

H
H

H

の
家
で
飼
っ
て
い
る
猫
は
一
番
の
友

達
で
す
。

以
前
は
六
匹
を
飼
っ
て
い
ま
し
た

が
、
交
通
事
故
や
老
す
い
な
ど
で
、

現
在
は
一
匹
を
飼
っ
て
い
ま
す
。

山
側
滞
ぷ
は
、
い
つ
も
猫
を
相
手
に

お
喋
り
、
日
棋
の
散
歩
や
畑
に
出
か

け
る
と
き
は
、
必
ず
つ
い
て
く
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
パ
ス
で
町
へ
出
か

け
る
と
き
も
必
ず
見
送
り
ゃ
出
迎
え

ま
で
し
て
く
れ
る
と
言
う
、
近
所
で

評
判
的
猫
で
す
。

働
〈
意
欲
と
能
力
を
も
ち
な
が
ら
、
女
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
団
す
る
一

一
一
人
ひ
と
り
で
は
就
職
す
る
こ
と
が
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一

一
難
し
い
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
手
で

主
な
仕
事
は
、
建
築
、
土
木
、
建
一

一
働
〈
場
所
を
つ
く
り
、
生
活
を
少
し
物
内
外
の
消
婦
、
庭
の
手
入
れ
、
草
一

一
で
も
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
頗

つ

刈
、
家
事
の
手
伝
い
、
宛
名
書
き
、
一

一

あ
な
た
も
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

一

一

今
金
恒
品
時
晴
浦
市
業
団
で

…

一
て
で
き
た
の
が
高
齢
者
事
業
団
で
す
・
引
越
し
の
手
伝
な
ど
で
す
が
、
特
に
一

一

同
団
で
は
、
現
在
、
ど
こ
の
会
社
今
年
は
花
の
栽
培
に
力
を
入
れ
る
子
一

一

に

も

勤

め

て

い

な

く

て

、

「

働

き

た

定

で

す

。

一

一
い
」
「
健
康
と
生
き
が
い
の
た
め
に
詳
し
く
は
、
今
金
町
高
齢
者
事
業
一

一
も
、
働
き
た
い

」
と
考
一
え
て
い
る
入
団
(
宮
②
|
1
6
6
7
)
に
お
尋
ね
一

一
で
、
お
お
む
ね
六
十
議
以
上
司
男
、
下
さ
い
.

一

V
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万

一
の
火
災
に
備
え

最
大
積
載
水
量

B
・5
ト
ン

の
消
防
タ
ン
ク
車
を
購
入

絵
山
広
域
消
防
今
金
署
で
は
三
月
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
.

十
三
日
、
老
朽
化
し
た
消
防
タ
ン
ク

車
に
替
え
、
最
新
式
の
タ
ン
ク
車
を

導
入
し
ま
し
た
。

導
入
さ
れ
た
タ
ン
ク
車
は
、
積
載

水
量
6

5

J
で
従
来
の
タ
ン
ク
阜

に
比
べ
約
三
倍
の
械
蹴
水
量
に
な

っ

て
い
ま
す
。
そ
の
外
、
照
明
灯
五
百

円ヲ
四
灯
、
油
圧
式
積
載
は
し
ご
動
力

口
骨
降
装
置
ウ
イ
ン
チ
5
J
級
と
呼
吸

器
三
台
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

万
一
の
火
災
に
対
し
て
、
初
期
消

火
に
多
大
な
威
力
を
発
揮
で
き
る
も

〕1
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回
仁二亙二豆こコ田 中

砂小学1.2:0:手 ド=壬←=吾==4
仁三E三E二I河 村
l男子 l、 川

惨小学3.4年 ド=壬ー=会==4E玉 二歪コ 岩倉
仁 豆一E寸 桓弁

砂小型酔5 . 6隼 ド=垂子由香~
仁三E 茎コ 大道
仁三.主コ 八重樫

惨中 学 会主 同 号=量=寸=浦

~ .z. I中野
同 校 生 時 一計元山

修一 世 男子 ド品 与讐 凶 中
Lo..l盆ゴ型 原 田
仁互亙豆盃口 西 村
」且且1盟u溝口
I E 似齢出金 山
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[J[1!亘巴佐蒔
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人

つ

演
.6.. 
:z:;;: 

く

り

講

夢

• 

町
教
委
、
町
ス
ポ
ツ
少
年
団
本

部
な
ど
共
催
の
人
夢
づ
く
り
競
演

会
が
、

プ
ロ
野
球
解
説
者
向
江
本
孟

紀
♂

(
元
阪
神
タ
イ
ガ

l
ス
)
を
講

師
に
迎
え
、
=
一月
十
二
日
夜
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
野
球
少
年
団
貝
を
は
じ

め、

若
い
女
性
を
含
む
約
三
百
人
で

会
場
は
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

江
本
ぷ
は
子
供
の
頃
、

当
時
の
大

ス
タ
ー
だ

っ
た
巨
人
寧
の
長
嶋
選
手

に
あ
こ
が
れ
中
学
、
問
校
、
大
学
、

社
会
人
野
球
を
過
し
て
、
い

つ
も
プ

ロ
野
球
に
入
り
活
開
削
す
る
こ
と
を
夢

み
る
日
を
送
る
。

そ
し
て
念
願
の
プ
ロ
野
球
に
入

っ

て
か
ら
の
張
本
、
野
村
、
王
、
田
淵

選
手
等
と
の
出
会
い
や
野
球
人
間
た

ち
の
実
像
、
虚
像
、
勝
負
の
駆
け
引

き
、
肢
管
内
リ

l
ダ
シ
y
プ
と
選
手

の
起
用
法
、
セ
・

パ
両
リ

l
グ
の
野

球
的
違
い
な
ど
を
流
暢
な
関
西
弁
で

プロフィール
昭和11年7月11日 高知県生まれ

高知商黛高校、法政大学、ノンプロ熊谷線を経て、 昭和"年に東映

フライヤ ズ入園、その後南海ホークス、阻神タイガースで活躍。
昭和同年a月21日佳意引退。プロ通草成績 113勝 116敗19セーブ。

現在、野誠解説者として活置するだけでなく、著書も多数出版。• • 
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ユ
ー
モ
ア
を
交
え
熱
弁
し
て
〈
れ
ま

し
た
。

現
在
的
プ
ロ
野
球
の
現
状
は
、
人

気
が
下
降
ぎ
み
、
そ
れ
は
ス
タ

l
選

手
が
い
な
い
か
ら
。
そ
ん
な
中
、
長

嶋
さん
が
監
督
で
復
帰
の
準
備
が
進
ん

で
い
る
。
野
球
は
楽
し
い
、

子
供
た

ち
に
最
後
ま
で
と
こ
と
ん
や
ら
せ
て

ほ
し
い
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
年
の
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー

ス
の
行
方
を
、
セ
リ
ー
グ
は
広
島
、

パ
リ
ー
グ
は
西
武
・
近
鉄
五
分
五
分
、

ヤ
ク
ル
ト
の
優
勝
は
あ
り
え
な
い
と

予
想
し
て
、
一
時
間
三
十
分
に
わ
た

る
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

前
を
書
い
た
板
を
か
け
ま
し
た
。

大
き
く
な
っ
て
美
利
河
に
来
た
と

き
、
こ
の
木
町
成
長
を
見
た
い
と
思

い
ま
す
。

四
つ
棄
の
思
い
出

費
利
河
小
四
年

橋
本

修

A' 

ぼ
く
は
、
四

つ
誕
の
ス
キ

l
大
会

の
こ
と
が

一
番
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

大
会
は
、

二
月
十
八
日
に
あ
り
ま

し
た
。
か
つ
こ
う
と
回
転
向
タ
イ
ム

レ
l
ス
の
二
種
目
で
す
。

か
つ
こ
う
と
回
転
と
も
三
位
以
内

に
は
い

っ
て
し
よ
う
じ
よ
う
を
も
ら

い
ま
し
た
。
か
つ
こ
う
が

一
位
で
、

回
転
が
三
位
で
し
た
。
メ
ダ

ル
が
も

ら
え
る
と
思
っ
た
け
ど
、
し
よ
う
じ

よ
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
が

っ
か
り
し

ま
し
た
。

だ
け
ど
、
か

つ
こ
う
が

一
位
だ

っ

た
の
で
た
い
へ
ん
う
れ
し
か

っ
た
で

す
。

寸
み
ん
な
の
広
場
L

は
、
町
民

的
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
.

南
町
h
T

内
会
が

交
通
安
全
教
室
を
開
催

毎
日
の
よ
う
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
を

通
し
て
交
通
事
散
の
惨
事
が
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
南
町
で
は
七
年
間
自

町
内
で
の
交
通
事
故
が
あ
り
ま
せ
ん。

引
き
続
き
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
自

町
内
か
ら
出
し
た
く
な
い
.
そ
し
て
、

こ
の
巡
動
的
輪
が
他
町
内
会
に
波
及

す
る
こ
と
を
願
い
二
月
二
十
八
日
夜
、

町
交
通
安
全
係
、
今
金
警
察
所
的
協

力
を
受
け
て
、
森
林
組
合
二
階
会
議

自問内から悲惨な

室
で
交
通
安
全
教
室
を
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
約
四
十
人
が
集
ま
り
、
梅
崎
所
長

さ
ん
の
今
金
町
内
交
通
事
故
内
実
態

な
ど
の
講
話
と
二
十
八
分
聞
の
八
J

映
画

「重
な
る
悲
劇
」
が
上
映
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

隠
れ
た
危
険
を
想
定
し
て
の
運
転

「
か
も
し
れ
な
い
運
転
」
の
大
事

さ
と
、
普
段
の
心
椛
え
と
し
て
斜
め

横
断
、
駐
車
し
て
い
る
車
の
聞
か
ら

の
飛
び
出
し
、
夜
間
的
黒
い
服
装
の

横
断
は
、
特
に
注
意
し
て
ほ
し
い
と

強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た。

〕2
 

1
 

〔

実通事故をなくしようfl

f-廷後のアイドル
惨加 藤 iS晃くん

(平成 2年 9月1日生まれ)

トマンケシ 加麗晋-'A、車量子な町長男
[親から1
外で遊占的が大好きて'家に入れる

が大変 / 動物や小さい子供を見ると
すぐキスしたくなる。とてもかわいし
将晃〈んです。おおらかで元気に育っ
てほしいと願っています.

• • 

身近な話しを支えた国臣を、黙，じt二聴いていまLIヒ。

落宣明経水寺審E述f春日淡主
人さき温2装1郷 どの最Z
町 内 む の 子L 閤Zの
数字金E旅1股Eの音2か
はポ行iし見A そな
どタ案fき 栄 え れ の
のン内R母tのぞ 宣除
nυ か拡草子ζ 決・れ先S
にけげ校もま の 春 日
春2卒主ゐ門ん り 土どの
の 業fてくし鈴t水キ ， 
閥Zす く・冬本か } 

る座ぎな } 
般.

辻藤斉狭伊杉今 ( 
田藤間 藤 本 村 { 
喜 + 由 {
枝 み 紀 翠島弁 { 

利別俳句会

知
子

とL • 

4渡辺 寿 貴くん
(平成 2年 2月21日生まれ)

大和町 亜辺舟明札、弘蔓なの長男
[親世ら]

食べることが大好きなト yキ/
元気いっぱいのト ンキ/
'のまますくすくと、かわいいまんま
き〈なって、育ってほしいと願って
ます。
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項 目 対象者 実施日 時 間 対象地区 実施会場 備 考

6日伺)

① 般 相 談 全 住 民
13日開)

10; 00-15 ; 00 全地区
老人福祉

保健指導、健康相談
20日伺) センタ

27日伺)

② 手L 児 相 談
生後

9日同
受付時間 町 民 保健指導、健康相談、

" 白、 9ヶ月児 13; 00-13 ; 30 セノター 身体計測

③ 妊 婦 相 談 妊婦の方 14日附
受付時間

" " 
尿検査、血液検査

12; 45-13 ; 15 助産婦指導、歯科指導

14日ω 受付時間
下地区 国保病院

13; 20-13 ; 30 

@ ポリ オ 予 防 接 種 生後 3ヶ月児 15日同
受付時間

市街地
町民

12; 50-13 ; 00 センター
-24ヶ月児

受付時間
17自国

13; 20-13 ; 30 
土地区 富田医院

⑤ 育 児 講 座 生 後 3ヶ月児 16日同
受付時間

全地区
町民

保健指導、健康相談
9 ; 30-10 ; 00 セノター

⑥ 事L 児 健 診
生後4、7、10、

16日同
受付時間

" " 
身体計測、医師診察、歯科

12ヶ月児 12; 30-13; 00 指導、栄養指導、保健指導

⑦ 3 歳児髄診
生後 3歳2、3、

23日同
受付時間

" " " 4ヶ月児 12; 30-13 ∞ 
③ 股 脱 健 診

生後 2ヶ月と
27日伺) 13; 00-14 ; 00 " 

今金
股関節X線撮影

25日以上の幼児 保健所

ー、いお
知
ら
せ
f

毎日が火の元箸報 発 令 中

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
、
受
け
付
け
中

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
で
ま
っ

た
く
収
入
の
な
い
方
、
あ
る
い
は
家

計
が
苦
し
く
て
保
険
料
を
納
め
た
く

て
も
納
め
ら
れ
な
い
方
の
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
申
紡
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

免
除
申
簡
を
し
な
い
で
保
険
料
を

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と

将
来
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

0
申
続
方
法
印
か
ん
持
参
の
上
、

町
民
福
祉
課
年
金
係
へ

。
期
限
五
月
末
日
ま
で

第43回北海道植樹祭テーマ「ささえあう手と手で萌える桧山の緑」

(町民福祉課衛生係 国保係)

模診を受けて明るい健康づくり

4月みんな

保
険
料
は

前
納
で
き
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
翌
年
三
月
分
ま
で
を
一
括
し
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
納
す
る
と
毎
月
保
険
料
を
納
め

る
手
数
も
は
よ
け
ま
す
し
、
ま
た
、

次
の
よ
う
に
割
引
き
も
あ
り
ま
す
。

定
額
一
月
9
、
7
0
0
円
は
毎
月
支

払
い
な
ら
1
1
6
.
4
0
0
円
で
す

が
前
納
す
る
と

1
1
3
.
5
9
0
同

と
2
、
8
1
0
同
町
割
引
き
に
な
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
役
場
年
金
係

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

〈町
民
儒
祉
課
年
金
係
〉

障
害
者
に
対
す
る

タ
ク
シ
ー
運
賃
の

割
引
き
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
及
び
精
神
薄
弱
者
に

対
す
る
タ
ク
ン

l
運
賃
の
割
引
き
が

本
年
二
月
一
日
か
ら
全
道

一
円
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
諸
定

の
手
続
き
の
上
、
ご
利
用
下
さ
い
。

ロい音
"

一
、
制
引
き
の
対
象
者
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
療
官
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

二、

割
引
き
率
乗
車
運
賃
、
料
金

の

一
割
引
き
と
な
り
ま
す
.

二
一
、
そ
の
他
割
引
き
の
手
続
き
、• • 

制
度
の
鮮
側
に
つ
い
て
は
町
民
福

祉
課
福
祉
係
へ
お
尋
ね
下
さ
い
.

公
衆
浴
場
の

入
浴
料
が
改
定
に
な
り
ま
す

極
川
混
泉
休
恕
所
及
ぴ
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
浴
場
内
入
浴
料
が
、
平
成

四
年
四
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
改

定
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

言己

マ
利
用
料

・
大

人

?

車

両

者

)

三

O
O円

・
中

人

語
鮮
の
L

一
四
O
同

・

小

人

(

ホ

諸

君

)

七

O
円

・
回
数
券
常
人
同

4E)三、
0
0
0同

献
血
の
お
知
ら
せ

四
月
十
五
日
附
は
献
血
の
日
で
す
。

採
血
の
前
に
は
、
必
ず
医
師
が
診
察

い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

記

一、

役
場
前

9
0

∞l
M

∞

二、

農
協
棋

u
・
t
U
l
m
-

∞

〈町
民
福
祉
税
衛
生
係
〉

民
事
介
入

暴
力
相
談
開
設

四
月
四
日
出

五
月
十
六
日

ω

午
前
十
時
i
午
後
四
時
ま
で

日

時

-
場

所

函

館

市

本

町

六

番
七
号

函
館
第

一
生
命
ピ
ル
九
階
会
報
室

・
相
談
内
容
民
事
紛
争
に
暴
力
団

が
介
入
し
、
困
っ
て
い
る
方
。

①
他
人
的
債
権
取
立
て
に
介
入

②
金
銭
貸
借
に
介
入

③
交
通
事
故
の
示
談
に
介
入

@
不
動
産
売
買
に
介
入
等

官
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

〈
北
桧
山
箸
察
署
v

国
保
は
、
市
区
町
村
ご
と
に
運
営

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
そ
の

市
区
町
村
と
い
う
大
き
な
家
庭
の
一

員
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
国
保
財
政

を
家
計
費
と
す
れ
ば
、
医
療
費
は
支

出
、
保
険
税
は
収
入
に
な
り
ま
す
。

支
出
(
医
療
費
)
が
増
え
る
と
、
そ

れ
に
見
合
っ
た
収
入
(
保
険
税
)
が

増
え
な
け
れ
ば
、
家
計
(
国
保
財
政
)

は
赤
字
と
な
り
ま
す
。

い
ま
、
医
療
質
的
増
大
で
国
保
の

台
所
は
、
パ
ン
ク
寸
前
で
す
。
も
し

国
保
が
パ
ン
ク
す
る
こ
と
に
な
れ
ば

病
院
で
全
額
負
担
で
医
療
を
受
け
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
〈
町
民
福
祉
課
国
保
係
〉

a
h
E
Z
B
B
2
5
 

医
療
費
と

国
民
健
康
保
険

の
関
係

3. 10 

会
豊
会
会
子
郎

員
サ
太

人

人

委行
ア
啓

婦

婦

実

可

村

り

塚

倉

正
石
川
つ

干

ま

一一〈
花
井
種
雪
犬
大

社会福祉協議会だより
※光の皇学園、豊寿圏、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

4 

時3
也、

大
員

谷短

，.，. 

山田
〈函館 市〉
佐 藤
函館大
〈森町〉
金丸
〈北桧山町〉

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
医
療
費
を

節
約
し
、
保
険
税
の
増
加
を
お
さ
え

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

正しい受診を
ゆがけぎしよう

• • 
E霊翠語圏

属
人
病
陪
『
生
活
習
慣
痢
』

と
い
ね
ね
§
理
由

い
ま
、
一
番
欲
し
い
も
の
は
何
?
こ
う
問
わ
れ
た
ら
、
ど

う
答
え
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
は
「
お
金
」
と
か
守
マ

イ
ホ
ー
ム
L

と
答
え
る
人
が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
今
は
そ

う
し
た
答
え
は
少
数
派
に
転
落
、
代
わ
っ
て
ト

y
プ
に
躍
り

出
た
の
は
「
健
康
し
で
す
。

現
在
、
日
本
人
の
三
人
に
二
人
は
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳

卒
中
な
ど
の
成
人
病
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
の
世
は
、

成
人
病
が
か
因
。
な
ら
ぬ

n
人
'
を
滅
ぽ
す
時
代
と
ま
で
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

成
人
病
が
こ
わ
い
病
気
と
い
わ
れ
る
瑳
由
は
、
①
自
覚
症

状
が
現
わ
れ
に
く
く
、
気
づ
い
た
と
き
は
進
行
し
て
い
る
こ

と
が
多
い

②
老
化
を
土
台
と
し
た
慢
性
病
な
の
で
治
り
に
く

い
③
他
的
病
気
を
併
発
す
る
こ
と
が
多
い
④
偏
っ
た
生
活
習

慣
が
発
病
の
引
き
金
に
な
る
⑤
働
き
盛
り
の
人
を
襲
う
た
め

経
済
的
、
社
会
的
影
響
が
大
き
い
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
成
人
成
は
そ
の
時
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
成
人

病
の
増
減
に
大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
.
と
す
れ
ば
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
れ
ば
成
人
病
は
防
げ
る
は
ず
|。

ま
き
に
そ

の
通
り
で
こ
う
し
た
考
え
方
が
現
代
の
成
人
病
対
策
的
柱
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
成
人
病
の
原
因
と
し
て

考
え
ら
れ
る
の
は
、
①
栄
養
の
偏
り
②
運
動
不
足
③
睡
眠
不
足

④
肥
満
⑤
ス
ト
レ
ス
⑤
喫
煙
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
成
人

病
危
険
因
子
を
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
か
ら
取
り
除
く
こ
と
が

成
人
病
時
代
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
.
今
一
度
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〈
町
民
福
祉
課
保
健
指
導
係
〉

豊
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〔

毎日が火の元警報発令中第43回北海道植樹祭テーマ「ささえあう手と手で萌える桧山の緑」
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1
 

〔



録

。害病唱もfal需
@西村 EF、

4月の休日当番匡

大
正
琴
で

豊
寿
園
を
慰
問

。
!lT 金)ft(g)0221 

金)ft②0324

金)宮②0221

棚)ft⑦3021

北桧山町国保病院(北桧山)ft@5321 

院(淑i

今金町国保病院(今

院(今

今金町 国保病院(今

槍

医

病

回

崎

官

5日

12日

19日

26日

29日

。g。令令 住民の勘態 令やや
2月末現在

前月対比

(+ 3 ) 

7，681人
3，719人
3，962人
2，481世帯

IQおたんじようおめでとう

平原f主桑議凡な 2月15日(信男九長女)上回代

村上辿24K 2月25日(民夫九長男)神丘西部
あ 憎 み

藤田亜由美、 2月25日(幸司さん 2女)寒 昇

松本 主去、 2月27日(康弘さん長女)回 代

内ケ&.1官事総凡 3月 3日(祐ーさん長女)下程川

荒川 粂浄'. 3月4日(典彦九長女)金原旭

篠木翁面会'な 3月11日(祐二九 2女)上花石

山田長2ゃな 3月14日(哲九長男)高美町
※広報 2月号でお知らせした上村有菜、は有莱¥

門限りでした.訂正してお詫び Lます.

人 口

男

女
世帯数

固 いつまでもお Lあわせに

%佐々木 浩三( 稲穂稲垣佐代子な(白石)

% 勝山 英敏な(栄町) =湯元奈保美九(智雲)

町
央

影
町
汗

町
町
町

一

川

和

幡

南

八

御

旭

λ
本

旭

八

圏 お〈やみもう Lあげます

笹田 キク九 2月15日 102歳
岡林 ア キな 2月16日 84歳
一様哲夫な 2月19日 74歳

小西 潔九 2月25日 83歳
楠原定子九 2月25日 69歳
小西貞子九 3月 2日 61歳
鳴海 副九 3月5日 65歳

藤村徳蔵丸 3月14日 81歳

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場

Mm
②
o
a
t
-
T
番

f

し

大
正
琴
愛
好
会
(
星
加
附
江
代
表
)

一
行
十
二
名
が
三
月
十
八
目
、

ジ
ュ

ー
ス
ニ
箱
を
携
え
、
盟
寿
国
を
慰
問

し
ま
し
た
.

お
な
じ
み
の
曲
、
北
固
め
春
な
ど

三
曲
の
演
奏
に
、
会
場
に
集
ま

っ
た

お
年
寄
り
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

同
会
で
は

「
も
っ
と
練
習
し
て
ま

た
来
ま
す
」
と
再
会
を
誓
っ
て
い
ま

し
た
。

〕B
 

1
 

〔

編
一集
一後
一記

マ
子
供
た
ち
に
何
か
を
や
ろ
う
と
言

う
と
「
め
ん
ど
う
く
さ
い
、
疲
れ
る

か
ち
ゃ
ち
な
い
」
と
い
う
こ
と
ば
が

返
っ
て
き
ま
す
.
体
力
や
根
気
が
な

い
子
供
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
、
ヲ
か
。

春
は
鍛
え
の
季
節
で
す
。
親
子
で

戸
外
に
出
て
、
ム
き
の
と
う
や
新
緑

を
眺
め
な
が
ら
思
い
つ
き
り
汗
を
か

い
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
春
は
気
分
も
浮
か
れ
ぎ
み
で
、
交

通
事
故
も
多
発
し
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
交
通
安
全
に
は
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
四
月
は
新
し
い
年
度
内
始
ま
り
で

す
。

「
常
に
感
動
し
た
い
、
い
ろ
ん

な
も
の
に
感
動
す
る
気
持
を
忘
れ
た

く
な
い
」
そ
ん
な
心
構
え
で
広
報
づ

く
り
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


